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気候変動により、桜の開花時期が早くなったりするなど、
生物季節の乱れが心配されています。そこで全国の皆さん
の協力を得て、ウグイスやヒバリの初鳴き、夏鳥や冬鳥の
渡来時期、ヤマガラやツバメの繁殖時期などを記録し続け
て、気候変動の鳥たちへの影響を明らかにしています。
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シギ・チドリ類の渡りパターン

今年は種により早かったり遅かったり…

北海道のチュウシャクシギの渡来ライン

生物季節のモニタリング生物季節のモニタリング

春期に越冬地から繁殖地に向かうシギ・チドリ類の初
渡来日について報告してもらい、渡りパターンを調査し
ています。メダイチドリなど早春に観察されるものや、
やや遅くなってから一気に渡ってくるチュウシャクシギ
など種によって渡りのパターンはそれぞれです。今年
の春は、特に北海道で気温が高かったため、渡り始め
の遅いチュウシャクシギやキアシシギは渡り時期の滞
在時間が短く通過が早い傾向がありました。渡りは年
による気温や気象条件によって影響を受けていると考
えられます。　　　　　BRNews 12(6), 水鳥通信2015 Oct. 

オオソリハシシギ (Photo : 湯浅芳彦）

メボソムシクイ(Photo : 柳  英浩 )

全国の森にICレコーダを設置してタイマー
録音をしたり、大学の演習林に設置してあ
るライブ音配信の仕組みを利用したりして、
鳥たちが渡来したり、活発にさえずる時期
を調査し、気候変動の鳥への影響を調べて
います。今年は春早くから暖かだったため
か、多くの鳥は例年よりも早くから渡来し、
活発にさえずっていました。ところが５月に
なって渡来する渡来時期の遅いメボソムシ
クイやカッコウなどの鳥は逆に例年よりも
遅かったのです。５月になって寒くなったと
いうことはなく、その理由はわかりません。
データを蓄積し、これらの種の渡りのタイミ
ングに何が影響するのか、明らかにしてい
きたいと思います。 　　　   BRNews 12(10)
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鳥との共存

音でバードストライクが防げる？

北海道では風車にオジロワシが衝突するバードストライクが
問題となっています。まだその原因はわかっていませんが、
落ちている魚や他個体を気にしたりして、よそ見をしたがた
めに衝突してしまう可能性が考えられています。これを避け
るためには、何らかの方法で、よそ見をしているワシに風車の
存在を知らせる必要があります。そこで、運動会のスター
ターピストルで実験したところ、ピストル音がすると、ワシは
音の鳴った方向を注目し、スピードを緩めることがわかりま
した。実用のためには多くの課題がありますが、バードス
トライクを減らすため、さらに検討をつづけていきたいと
思います。　　　　　　　　　　  　          BRNews 11(5)

カワウと人とのより良い関係を築いていくためには、被害の
状況を正しく捉えて、広域的な視点で管理を行っていくこと
が必要です。今年は、東海地方でモニタリングの重要性に
ついて研修会を開催したほか、国際シンポジウムの運営を
お手伝いしました。このシンポジウムでは、イギリスとアメリカ
からウ類の研究者を招聘し、海外でのカワウのモニタリング
や管理について講演してもらいました。また、その前日には、
カワウに関わる国内外の研究者と環境省や滋賀県の行政
担当者で現地視察を行ない、熱い議論を交わしました。この
ほか、被害が拡大している最中の東北と九州において、カワ
ウの管理に関する勉強会を開催したり、各都道府県でのカ
ワウの調査や管理を指導するなど、カワウの広域管理の普
及に努めました。

BRNews 12(2), 12(6), 12(10)

▼琵琶湖を視察する
　国内外のカワウ
　研究者一行

海外にウの管理を学ぶ。見つめ直した現在地

オオワシ (Photo : 藤井 薫 )

環境の改変により、絶滅したり急減した種が増えています。
またその反面、一部の種は個体数が増加して、人間活動との軋
轢が生じ、その解消が社会的に求められています。このような
問題を軽減、解消し、人間と自然が共存できる社会を構築する
ためには、各生物種の分布や生態といった基礎的な情報を収集
して現状を把握し、有効な対策を検討していく必要があります。
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調査へのご協力ありがとうございました。

特定非営利活動法人 バードリサーチ

〒183-0034 府中市住吉町 1-29-9
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http://www.bird-research.jp
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ここまで紹介したもの以外にも、ツバメと人とが
仲よく暮らしていくための支援活動として、簡単
に取り付けられるプラスチック段ボール製のフン
受けと、落下したヒナへの対応や糞対策の参考
になるツバメ対応マニュアルを公共施設や店舗
などに配布しました。このプロジェクトは（株）

シー・アイ・シーと
皆様からの寄付金
で実施しました。    

BRNews 12(7)

バードリサーチでこの一年間に行なった調査は、皆様に参加いただくことな
しにはできなかったものです。全調査をあわせ 1694 名の皆様にご協力いた
だきました。今年の活動へのご協力を感謝するとともに、今後ともよろしくお
願いいたします。

左上から時計回りに、奴賀俊光、守屋年史、加藤ななえ、小島みずき（インターン）、
高木憲太郎、神山和夫、植田睦之

＊この活動報告はFSC認証紙を使用しています。


